
   

 

 

 

 

 

 

                                    第 12 号 2023.3.3 (FRI) 

戸倉が丘 
函館市立戸倉中学校 

＜重点教育目標＞  

主体的に学び合い  

 心豊かにたくましく活動する 

        生徒の育成 

◇感染症拡大で起こった変化が中学生に与えたもの 
                        主幹教諭 葛西 猛 
 ２０１９年１２月に発生し、翌年３月にパンデミックが宣言されたコロナウイルス感染症。感染症拡大防止のた

めに、その年の４月には小中学校の９５％が休校になりました。それから３年、「自粛」「ステイホーム」「規制」

等の言葉と共に学校生活を送った今の中学生は、この期間でどのような経験を得て、これからどのような経験が必

要なのかを考えてみました。 

 ○もし学校がなく、「家にいなさい」と言われたらどうなるか。 

 調査によると、休校期間、中学生の生活には以下のような変化があったようです。 

・睡眠時間は１．０６時間増え、起床時刻は１．１４時間遅くなった 

・メディアを学習以外に使う時間が平均３０分増えた。 

・家庭での学習の時間は２０～３０分増えたが、そのほとんどが宿題によるもの。 

  ・友人を含めた外部の人々との交流の機会は減ったが、家族との交流の時間は増えた。 

 ただし、休校の影響は家庭によって大きく異なり、自ら、もしくは家庭が強く意識しなければならないとの記述

もありました。ということは、学校があると、ある程度その差はなく過ごせるとも考えられます。 

○体験の制限が心理面に大きな影響を与える一方で、デジタル技術が進んだ。 

 旅行的行事、職場体験、体育大会、入学式や卒業式、集会活動に制限がかかったことで、生徒が人前で発表する

ことや協力してものを作り上げることで得られる達成感、そこで培われるコミュニケーション能力に影響が出ま

した。一方で学校での学習の手段としてのデジタル技術が進み、生徒がデジタルコンテンツやコミュニケーション

ツールを使う力は大きな成長を遂げました。 

○生徒からの声、コロナ禍を「マイナスになった」と考えた生徒は６０％、「プラスになった」は２０％ 

 記述をまとめると、「友達に会えなかった」「部活ができなかった」「行事ができなかった」が、「自分の時間

が確保できた」「家族との時間が増えて良かった」と読み取ることができるデータでした。ストレスを感じながら

も上手に過ごしていたことがうかがえます。 

参考文献「コロナ禍を中高生はどのように受け止めたのか-自由記述の回答に着目して- 佐藤昭宏」 

 

 コロナ禍で、学校は授業で学習を習得させるだけでなく、生活全般を支えている役割を持っていることが鮮明に

なりました。学校がなくなると自主的に学習することは難しく、行事のなかった間に得られなかった経験の穴は大

きいように感じます。今後、友達にも会えるし、部活もできるし、行事もある「ふつうの」学校生活が戻ってくる

だろうことを考えると、経験がない生徒達に具体的なアドバイスができるのは、それを経験してきた私たち大人で

はないかと考えます。 

 大人も大変なストレスを抱えるであろう今後迎えるいわゆる「アフターコロナ」ですが、 

生徒の成長に関しては、お忙しい中とは思いますが、学校と協力して進めていけたら幸いで 

す。本校の教育活動に引き続きご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

本の貸し出しは会話で行い、管理は貸し出し管理アプリで生徒が行う→              

うつくしく心よそだて たくましくからだよそだて するどく知性よそだて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

3月の予定 

６日（月）ALT来校 

８日（水）卒業式合同練習 

     職員会議 

SC来校 

９日（木）卒業式合同練習 

１０日（金）卒業式合同練習 

１３日（月）卒業式総練習 

１５日（水）卒業証書授与式 

 

 

 

１７日（金）公立高校合格発表 

２１日（火）春分の日 

２２日（水）ALT来校 

２４日（金）修了式・離任式 

 

本学校通信は           アドレス https://hakodate-tokura-jhs.info/ 

戸倉中学校ホームページからも   

ご覧いただけます。        QR コード 

50周年記念コンサートが実施されました。 
 

2 月 8 日水曜日、ピアノとドラムのデュオユニット【MEGTARO】

のコンサートが行われました。ピアノの大谷さんらが自ら作曲した楽

曲が演奏されました。 

プロのハイレベルなパフォーマンスに感動し、多くの生徒が影響を

受けていました。 

 

卒業式へ向けて、準備着々と 

 

3 月 15 日の卒業式へ向けての準備が

着々と進んでいます。 

今年度は体育館内での合唱、参観の制

限なし、生徒は状況に応じてマスク着用

という状況の下で卒業記念合唱、全校合

唱等の準備が進められています。 

在校生による卒業装飾の準備も始まっ

ています。２０１９年３月以来の従来と

同じ形式の卒業式となります。是非よい

ものにしたいです。 

 

新入生保護者説明会が行われました。 
 

2 月 3 日金曜日、令和 5 年度 4 月入学生の保護者を対象に、保護者

説明会が行われました。 

年間の行事や学校生活について、きまりや制服についての説明と質

疑応答が行われました。 

新年度から着用となる制服に関する質問が多く寄せられ、詳細につ

いての理解がなされました。 

 

新入生体験入学が行われました。 
 

３月２日木曜日、令和 5 年度 4 月入学生を対象に、体験入学が行わ

れました。 

６グループに分かれた小学６年生が、教科の先生が入れ替わり授業

に来る中学校の授業の実際の様子を見学しました。そのあと、体育館

にて、生徒会から１年間の生活について聞き、生活の決まりや 4 月に

実施予定の実力テストについての説明をうけていました。 

 

https://hakodate-tokura-jhs.info/

